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ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
会

方
針

委
員
長

円
谷

友
香

皆
様
の
寄
付
金
が
、
教
育
と
識
字
率
向
上
・
地
域
社
会
発
展
・
疾
病
医
療
と
治
療
（
ク
ラ
ブ
申
請
数
の
多

か
っ
た
寄
付
目
的
順
で
記
載
し
て
い
ま
す
）
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
会
員
の
皆
様
に
、
年
次
寄
付

200
ド
ル
、
ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
の
寄
付

50ド
ル
を
達
成
継
続
で
き

る
よ
う
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
の
寄
付
者
２
－

3名
の
ご
協

力
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米
山
記
念
奨
学
委
員
会

方
針

委
員
長

内
藤

公
代

当
ク
ラ
ブ
で
金
亮
希
さ
ん
を
迎
え
入
れ
て

2年
目
と
な
り
ま
し
た
。
彼
女
は
本
年
度
に
卒
業
を
さ
れ
、
い

よ
い
よ
社
会
に
羽
ば
た
く
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

卒
業
を
控
え
た
最
後
の
学
生
生
活
を
思
い
出
深
く
、
そ
し
て
有
意
義
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
す

ま
す
交
流
を
活
発
に
し
て
送
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

米
山
記
念
奨
学
事
業
は
、
国
の
垣
根
を
越
え
て
国
際
社
会
で
活
躍
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
運
動
を
深
く
理
解
す

る
人
材
を
育
成
す
る
未
来
あ
る
事
業
で
す
。

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
委
員
会

方
針

委
員
長

廿
野

幸
一

グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
重
点
分
野
（「

平
和
構
築
と
紛
争
予
防
」「

疾
病
予
防
と
治
療
」

「
水
と
衛
生
」「

母
子
の
健
康
」「

基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
」「

地
域
社
会
の
経
済
発
展
」「

環
境
」）

に
お
い
て
持
続
可
能
、
測
定
可
能
な
成
果
を
も
た
ら
す
大
規
模
な
国
際
的
活
動
に
資
金
を
提
供
す
る
も
の

で
、
ク
ラ
ブ
単
独
で
は
な
く
、
地
区
や
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
立
案
等
を
行
う
も
の
で
す
。

今
年
は
、

2022-23（
小
沢
会
長
）
年
度
に
当
ク
ラ
ブ
が
主
幹
事
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
っ
た

「
コ
ン
ボ
イ
ン
・
エ
ラ
ン
ズ
山
火
事
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（

地
域
社
会
の
経
済
発
展
）
の
成
果
が
確
認

で
き
る
年
で
あ
る
た
め
、
そ
の
成
果
を
確
認
し
情
報
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立

案
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

長期計画委員会 　R４．2.現在

会員数150名、女性会員20名を達成

クを構築し、新しい参加経路を創出

④IACの強化と、RACの再開を検討 促しクラブの人流を活発化する ➃会員規模にあった例会運営の工夫

⑤家族、会社との親睦や交流を深めて、 ④参加者中心のプログラムを開発し、 ⑤組織体制を見直し、60周年以降の

①ローターアクト・米山学友等との連携 ①活動ＰＲの推進によるクラブ周知強化と ①委員会参加をうながす ①誰も取り残さない組織の構築

②奉仕の充実感を感じられる新たな社会的 会員のクラブへの誇りと愛着醸成 ②ロータリーを理解し、奉仕の質を高める ②クラブ細則の変更考察実施

弱者への事業の実施 ②新会員10名純増（女性純増3名以上） 例会や研修の実施 ③次期3ヶ年戦略計画案構築

③世界ポリオデー等他団体との協催による ③ＲＡＣ新設による、将来的な参加者基盤の ③心が深く通い合い、楽しく明るい ④年度内新規奉仕事業の成果検証

より大きな事業成果の獲得、広報 礎の構築 ロータリー活動の構築

インパクトのある奉仕活動により ロータリーへの新しい経路を創出し ロータリーの奉仕の理念を理解し リスクを恐れず、変化をもたらす

2024‐25年度

大宮西ロータリークラブ戦略計画
ビジョン

多くの機会をつくり、多くの人と繋がり、更なる奉仕の高みを目指そう

戦略目標① 戦略目標② 戦略目標③ 戦略目標④

より大きなインパクトをもたらす 参加者の基盤を広げる 参加者の積極的なかかわりを促す 適応力を高める

ブランドイメージを向上させ ロータリーの開放性とアピール力を高め 親睦と交流を深め 新しい視点や考え方を追求することで

魅力ある団体であり続ける 会員増強維持を図る 会員及び参加者の積極的な参加を促す クラブ強化と適応力を高める

戦略ポイント 戦略ポイント 戦略ポイント 戦略ポイント

・ポリオの根絶 ・夫々の能力経験と考え方を生かし包摂 ・会員出席率向上と参加者増加の手法 ・奉仕活動の成果の確認と見直し

・活動成果と測定能力の向上 ・会員増強の新たな手法 ・新たな会員、参加者交流の方法 ・組織体制、運営面の強化と簡素化

・感動を共有できる新規事業の開発 ・他団体等クラブ外への働きかけ ・新会員対応や会員研修手法の確立 ・価値観を守りながら新時代へ適応

３年目標 ３年目標 ３年目標 ３年目標

①地域ニーズに合った成果検証ができる ①全てのメンバーが会員増強に関わり ①会員、参加者相互の交流の場を増やし ①奉仕事業の成果を見極め、事業の改善

持続可能な新規事業の開発 ロータリーを楽しむ機会を増やす や継続、終結を判断

②グローバルな視点に立った環境問題、 ②クラブ内外に強固で多様なネットワー ②ロータリー理解を促す研修を各段階毎 ②体制の簡素化によりスムーズな運営

ポリオ根絶への取り組み に実施しリーダーの育成を図る ③新たな交流手段としてSNS,ZOOM等

③事業で多くの参加者と交流しクラブの ③ロータリーを理解し内外の他者へ発信 ③世代を超えた人的、職業的繋がりを 効果的なITの手法を取り入れる

　年　度　年　次　目　標

 ブランドイメージをを向上させる

④国内外に新規友好クラブの提携を進め

合同奉仕活動も検討する 参加者の基盤を広げ多様化する 会員満足度も向上させる 効果的な新体制の確立


